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いモードは 以上であることが多く，春~夏や秋には ~ のモードから

























るために，第 - 次隊にかけての 年間にわたり，走査型移動度粒径測定器（
）を用いた通年観測もおこなった．ここでは，これまで一部の
季節についてしか知見の得られていないナノ~サブミクロン領域のエアロゾル粒子粒径分
布について， 年 月~ 年 月にかけて通年で得られた観測結果について報告す
る．
観測とデータスクリーニング
昭和基地・清浄大気観測施設において， 年 月 日~ 年 月 日にかけて
を用い，直径 - の粒径別粒子数濃度を測定した．他に光散乱
昭和基地におけるサブミクロン粒子の粒径分布
式粒子カウンタ （ー ， ， ）や 以上の粒子数濃度（以下， 濃度）
を計測する凝縮粒子カウンター（ ， ）を用い，気象要素（ ， ），
オゾン濃度（ダイレック， ）などを連続測定しており，粒径別化学分析用のサンプ
ルも取得している（長田ほか， ）．走査型移動度粒径の測定（以後， ）は スキャ
ンを 分間で連続観測した．昭和基地の大気ではエアロゾル粒子濃度が低いので，直径





図 に，観測期間中の 濃度や，日射量，＞ μ のエアロゾル粒子についての表面積
濃度（灰色が - μ ，黒が - μ ），風速，地上気温の日平?値を示す． 年
月 日~ 年 月 日までの平? 濃度は，日中央値の年中央値が 個 ?，日
平?値の年平?値が ± 個 ?であった． 年 月~ 年 月までの平?
濃度は，日中央値の年中央値が 個 ?，日平?値の年平?値が ± 個 ?である
ので（林ほか， ），ここに報告する第 次隊の 濃度は平年並みだったことがうか
がえる．一方，測定器（最小可測粒径）が異なるので単純な比較は難しいが，伊藤（ ）





度の上昇が見られた．＞ μ のエアロゾル粒子表面積濃度は，- 月くらいまでは風速と
共に増加していたが， - 月になると風速が強くてもエアロゾル表面積濃度はあまり上
昇しなかった（詳細は 長田ほか， を参照されたい）．





ド径での個数濃度の季節変化を示す．図 で見た 濃度の季節変化の内訳が図 に示す
粒径分布である．直径 - 程度のエアロゾル粒子濃度は日射量の多い - 月に高
く， - 月に低かった． 月には 以下のエアロゾルもしばしば見られたが，二ないし
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図 年 月~ 年 月までの観測結果．上から順に， 濃度，全天日射量，＞ μ の
エアロゾル粒子についての表面積濃度（灰色 - μ ，黒 - μ ），風速，地上気温
の日平?値．
- μ - μ





























図 に，()月ごとの つのパターンの割合と ( )昭和基地から東経 度に沿っての
海氷縁の距離（牛尾， ），() 年の水雲や氷晶雲，混合雲の割合（
）を示す．まず，＞ の粒径分布に谷のあるパターンの出現率は秋に最も多く， 月


































年 月 - 日にかけての全天日射量と直達日射量，気温と相対湿度，風速と風向，
濃度と ?濃度， による粒径分布である． 月 日や ， ， 日の午後に


















図 年 月 - 日にかけての全天日射量と直達日射量，気温と相対湿度，風速と風向，
濃度と ?濃度， による粒径分布．
?
- μ - μ
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まとめと今後の課題
昭和基地で 年 月~ 年 月までサブミクロン粒子の粒径分布を連続観測した．
冬には ~ のモードから成り，濃度の高いモードは 以上であることが多く，春から


















遊馬芳雄・小松麻美（ )昭和基地周辺の局地風．南極資料， ， - ．
原圭一郎（ )南極対流圏のエアロゾル．エアロゾル研究， ， - ．
原圭一郎・長田和雄・西田千春・山内 恭・林 政彦（ )南極対流圏のエアロゾル鉛直分布
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伊藤朋之（ )南極大気中のサブミクロンエーロゾルの粒径分布について．南極資料， ，- ．
伊藤朋之（ )南極大気中のエーロゾルの性状と起源に関する研究．気象研究所研究報告， ，
- ．
伊藤朋之（ ) ．対流圏エーロゾル．気象．東京，古今書院， - （南極の科学 ）．
岩井邦中（ )昭和基地におけるエートケン粒子濃度について―序報―．南極資料， ， - ．
-
-
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（ )南極・昭和基地における清浄大気観測室の設置について．南極資料， ， - ．
長田和雄・林 政彦・原圭一郎･矢吹正教・和田 誠・塩原匡貴・山内 恭・藤田耕史（ ) 昭
和基地における大気中粗大粒子濃度の季節変化．南極資料， ， - ．
牛尾収輝（ )南大洋インド洋区及びリュツォ・ホルム湾沖の海氷消長の特徴．南極資料， ，
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